
次の問いに答えよ。

(1) xy 平面において、円 2
( )-x a + 2

( )-y b =2 2c と直線 y=x が共有点をもたないための a、b、c の条件を求めよ。

ただし、a、b、c は定数で c'0 とする。

(2) １個のサイコロを３回投げて出た目の数を、順にa、b、c とする。a、b、c が (1) で求めた条件を満たす確率を

求めよ。
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(1) は、点と直線の距離の公式を用いるが、円の半径が 2 c と絶対値が必要であることにも注意させたい。

(2) は、a、b、c がサイコロの目であることから、 a-b のとりうる値が１、２、３、４、５のいずれかであり、

これにともなって c のとりうる値が１または２であることに気づかせたい。


